調布市立第六中学校

「幸せのバトン」
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Ｗ（中学の同級生・男）・・・・・
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（舞台仕込み・下手奥に一間×一間の平台）
　　　　　　　一
　      音楽　シューベルトの「アベマリア」とともに幕が開く。ホリゾント薄い青。全体も薄い青と明るい白のイメージ。あちこちに白、青の球が置かれている。

赤ちゃんをくるんだ「おくるみ」を思わせる白い布を持った人たち、明るい光の下、誕生の喜びのダンスを踊っている。

突然、音楽が止まり、地震が起きる。音楽が変わり、逃げまどう人たち。（ここからは、ダンスで表現。）建物が壊れ、人々ががれきの下敷きに。火事になる。（球は片付ける。）

建物の外に投げ飛ばされていた母、赤ちゃんがまだ中に残っているのに気付き、中に入る。
死んでいる夫を見つける。

近くに、まだ生きている自分の子を見つけるが、建物が崩れ、二人、下敷きになる。

母、とっさに四つん這いになり、赤ちゃんをその下で覆うように守る。

（ここまでがダンス。）
鎮火する。

ほぼ一日たち、夜が明ける。

がれきの中、消防隊の生存者の捜索。
一人の隊員、少しの間捜索するが、見つからず、退場。

隊長（Ｄ）登場。同じように捜し、いないと思って去ろうとするが、ふと何かの気配を感じたようにもどり、子を覆うようにしている母を発見。

近くに倒れている父の死亡を確認後、母の下にいる赤ちゃん発見。

Ｄ　　おーい、生存者がいたぞ！

　さっきの隊員戻り、Ｄとともに赤ちゃんを助け出す。母の手にあった携帯電話を見つける。

Ｚ　　隊長、こんなものが・・

　Ｄ、携帯電話を受け取り、読む。

Ｄ　　なんということだ・・・

　暗転。全員、退場。

　　　　　　　二

上手にニュースキャスターの二人。ニュース本番中である。

Ｊ
昨日７時３０分に起きた千葉県沖大地震は、四つ川町の半数の物を崩壊させました。
Ｓ
まだ、多くの人が崩れた建物の下で助けを求めているもようです。警察、消防が千人体制で夜を徹して生存者の捜索に当たっていますが、建物の崩壊が激しく、捜索は困難を極めています。

Ｊ
只今ご覧になっている映像は、もっとも被害の大きかった四つ川内科・産婦人科病院の現在の様子です。

Ｓ
この病院は、内科一般外来の建物が火事になったことで、入院患者の多い産婦人科病棟への類焼が心配された所です。

Ｊ
そうですね、幸い一部を燃やしただけで全焼はまぬがれましたが、建物の崩壊が激しく、以前生存者の救出が困難な状態です。

Ｓ
やがて、地震発生から丸一日たとうとしていますが、現在の現場の様子はどうでしょうか。

Ｊ
四つ川内科・産婦人科病院の前にレポーターの○○さんがいますので、伝えてもらいましょう。○○さーん。

Ｋ
はい、私、只今、四つ川内科・産婦人科病院の前に来ています。まだまだこのがれきの下にはたくさんの方がいらっしゃると想像されるのですが、多くが赤ちゃんとそのお母さんということで、その体力を考えると、早い救出が望まれる所です。

Ｓ
○○さん、先ほど一人、赤ちゃんが助け出されたとの情報が入っていますが・・・

Ｋ
はい、そうなんです。救出した消防隊の方に来ていただいていますので、お話を伺ってみたいと思います。（Ｄに）ご苦労様です。救出した時の様子をお聞かせ下さい。

Ｄ
はい、さきほど生まれて間もないと思われる赤ちゃんの生存を確認いたしました。

Ｋ
けがの状況は？

Ｄ
全くの無傷でした。奇跡と言ってもいいでしょう。

Ｋ
どうして何の傷もなく、助かったのですか。

Ｄ
私が発見したときは、そのお母さんと思われる方が、赤ちゃんを守るように四つん這いになっていて、その下に赤ちゃんを抱えていました。

Ｋ
お母さんは、ご自分の体で倒れてくるがれきを受けたのですね。

Ｄ
そうです。お母さんの背中には太い柱が載っていました。

Ｋ
まさに、母の愛が赤ちゃんを助けたのですね。そのお母さんの様子は・・・

Ｄ
救出し、すぐに病院に運ばれましたが、その後のことはわかりません。ただ、手には携帯電話がありました。

Ｋ
助けを求めていたのですね。

Ｄ
いいえ、そうではありませんでした。開いたままであった画面を私は見てしまったのですが、そこに書かれていたことは・・・・

Ｊ
○○さーん、すみません、スタジオにマイクを戻します。新しい情報が入ったようです。只今現場からお伝えした赤ちゃんとそのご家族ですが、お父さんの死亡が確認されました。お母さんは依然、予断をゆるさない状態が続いているようです。赤ちゃんは元気で、さきほどもミルクを飲んだようです。

Ｓ
そうですか。お母さん、赤ちゃんのためにもがんばってほしいですね。では、次のニュースです。・・・・

　Ｊのせりふ中に、ＤＫ退場。

　Ｓは口パクになり、ブルー暗転。

　ＪＳ退場。
やや明るくなり、音楽。ダンスを踊りながら装置片付け。

　一人が、「19X0」から「19X6」まで七枚の紙を持ち、踊りながら一
枚、一枚めくり、六年たったことを示す。




三

　少女の子どもの頃。概ね６歳。

　バトンの練習中。踊っている。

Ｌ
はい、練習終わり。集まって。
みんな
　はーい。

Ｌ
みんな、緊張してますか？

みんな
　はーい。

Ｌ
楽しみですか。

みんな　はーい。

Ｌ
きっと、おうちの人も楽しみにしていますよ。みんなのお父さん、お母さんは見にきますか？

みんな
　はーい。（Ｅだけちょっと元気ない。）

Ｑ
先生！

Ｌ
なーに。

Ｑ
明日の発表会の日って、愛子ちゃんの誕生日なんだよ。

みんな　（口々に）へーそうなんだ。愛ちゃんおめでとう。等など。

Ｐ
明日って、６年前におっきい地震があった日だよね。

みんな　（口々に）へー。そうなの。愛ちゃん。等など。

　愛子、うなずく。

Ｎ
じゃあ、愛ちゃん、地震の日に生まれたの？

Ｏ
違うよ。生まれた日に地震があったんだよ。

Ｍ
何が違うの？

Ｌ
カレーライスとライスカレーの違いみたいなもんかしらねえ。

Ｒ
先生、わけわかんない。

Ｌ
ですよねぇ。

みんな　先生！

Ｌ
あっ、えっと、おうちの人はビデオ撮るのかな。

みんな　（口々に）うち撮る。うちも。うち、カメラだけ。

Ｍ
うち、おじいちゃんが撮る。

Ｎ
えー、おじいちゃんが？

Ｍ
うん、この間カメラ撮ったら、おじいちゃん、手　ふるえていて、ぜーんぶブレちゃったから、ママが怒って、あしたはカメラだめだって言われてた。

Ｏ
ビデオだってブレるよ。

Ｍ
うちのビデオ、ブレないもん。

Ｏ
ブレるもん。

Ｍ
ブレないもん。

Ｏ
ブレる。

Ｍ
えーん（泣く）

Ｌ
大丈夫。最近のビデオ、よくできているのよ。

Ｐ
そうだよ、愛ちゃんちのママ、目が見えないのにビデオ撮ってたもん。

みんな　（口々に）えーホント？　愛ちゃんちのママ、目が見えないの？

Ｅ
うん・・・

Ｑ
どうやって、ビデオ撮るの？

Ｅ
あ・・うん・・・パパに手伝ってもらって・・・

Ｒ
パパが撮らないの？

Ｅ
パパはカメラなの。

Ｎ
でもどうやるの？

Ｅ
うん・・・少しだけ光が分かるから。舞台の光が分かるから。

Ｑ
へー大変だね。

Ｌ
愛ちゃんちのママは目が見えなくたって何でもできるのよ。明日の発表会の衣装もお母さんが作ったのよ。

みんな　へー、すごーい。

Ｒ
うちはママよりパパのほうが上手だから今度の発表会の衣装、パパが作った。

みんな　えー。

Ｐ
そうだよ。Ｒちゃんちのパパ、お裁縫、お料理、お洗濯、お掃除、なんでも得意なんだよ。この間Ｒちゃんちに遊びに行ったら、パパがエプロンして台所に立っていて、ママがリビングであぐらかいて新聞読んでた。

みんな　へーすごーい。

Ｑ
それって単にやらされているだけなんじゃないの。

Ｒ
違うもん。パパが好きでやってるんだもん。

Ｏ
やんないとぶたれるんじゃないの？

Ｒ
ぶたれないもん。

Ｏ
あー、ぶたれるんだ。

Ｒ
ぶたれない。

Ｏ
ぶたれる。

Ｒ
ぶたれない。

Ｏ
ぶたれる。

Ｒ
えーん。（泣く）

Ｌ
（ちょっとあせって）Ｏちゃん、お友達にいやなことばかり言わないの。

Ｏ
えーん（泣く）

Ｍ
あー、先生、泣かした。

Ｐ
先生、この間、駅前で男の人泣かせてたよ。

みんな　えーーー。

Ｌ
あ、いえ・・なに・・

Ｐ
どうしてあなたはそうなの、とか言ってた。

Ｏ
あー彼氏だ。

Ｎ
あー見た見た。なんか、そばにするか、うどんにするかでもめてた。

Ｑ
・・先生って、そんなことでもめるの？

Ｌ
あ・・いや・・・

Ｐ
それで男の人、ねぎでぶたれて、泣いてた。

Ｍ
ねぎで？

Ｌ
あ、あの、Ｐちゃんは、お友達のおうちのこととか、先生のこととか、よく知っているのね。

Ｐ
うん、先生のこと、まだ、いっぱい知ってるよ。

Ｌ
ドキッ。

Ｎ
なーに何？　聞きたーい。

みんな　聞きたーい。

Ｐ
いいのかなあ、言って。

Ｌ
あ、先生は、言われて困ることはありません。

Ｐ
じゃあ、言っちゃおうかなあ。聞きたい？

みんな　聞きたーい。

Ｐ
あのね、この間の日曜日にね。

みんな　うんうん。

Ｌ
あーーーーーーー（妨害しようとする。）

Ｒ
先生、大人げないよ。

Ｑ
あー知ってる。男の人と、イトーヨーカドーで喧嘩してた。

みんな　また喧嘩？

Ｒ
あ、そうそう。もう知らない、とか、もう別れる、とか言って、にんじん投げてた。（にんじん出す。）

Ｎ
今度はにんじんなんだ。

Ｏ
なんでにんじん持ってるの？

Ｒ
私の必需品。

みんな　あー。（妙な納得。）

Ｌ
あなたたち、見てたの？

ＱＲ
うん。

Ｐ
その男の人とは別れたの？

Ｎ
だーれ？　彼氏？

Ｌ
もう、どうでもいいでしょ。そんなことより、明日の発表会、がんばりましょうね。

みんな　はーい。

Ｌ
じゃあねさよなら。（そそくさと帰る。「だって、ねぎなら蕎麦でしょ。」とか言いながら。）

みんな　（口々に）さようなら。先生さようなら。もう喧嘩しちゃだめだよ。等々。

　　　　　　　　四

　照明変わる。少女の家の中。

母、登場。明日の衣装をきれいにたたんでいる。近くにＥ。バトンの練習をしている。時々母の方を見る。父、帰ってくる。

Ｄ
ただいま。

ＢＥ
おかえりなさい。

Ｄ
お、明日の愛子の衣装か。かわいいなあ。

Ｙ
いいなあ、おねーちゃん。里子もかわいい衣装着たいなあ。

Ｅ
・・・ねえーパパ。あした、パパは来れないの？

Ｄ
うん、ごめんね。パパはあしたは遅番で抜けられないんだ。

Ｅ
やだー。パパ来て。

Ｄ
だめなんだよ。本当にごめんね。

Ｅ
やだ。ママよりパパが来て。

ＢＤ
・・・・

Ｄ
愛子・・・・

Ｅ
だって、ママ、見えないんだもん。愛子が踊ってるの、ママ、見てくれないもん。

Ｄ
愛子・・・・

Ｙ
おねーちゃんひどい。

Ｅ
ビデオだって、カメラだって撮れないんでしょ。みんなのうち、パパもママも来て、ビデオ撮ったりカメラ撮ったり。いいなあ。Ｍちゃんちなんか、おじいちゃんも来てビデオ撮るんだよ。愛子のママはなんで目が見えないの？

Ｂ
・・・・ごめんね・・・・

Ｅ
やだよ愛子。だって、見て欲しいんだもん愛子の踊る姿、ママにも見て欲しいんだもん。（泣く）

Ｂ
愛子・・・ごめんね。本当にごめんね。

Ｄ
あやまらなくていいよ、ママは。

Ｂ
ごめんね、愛子。でも、ママには愛子の踊る姿が見えるよ。どんな顔で、どんな姿で踊っているか、ママには見えるよ。

Ｅ
うそ。見えるわけないじゃん。ママのうそつき！（去る）

Ｙ
おねーちゃん！

Ｂ
・・・会社・・・休めない？

Ｄ
ああ。それに、やっぱり君が行くのがいいと思う。

Ｂ
・・・・ありがとう。

　ブルー暗転。

　下手にサス。父の独白。ＢＧＭ。

Ｄ
発表会の日、私は仕事を休み、こっそり見に行くことにした。愛子は立派に踊っていた。里子がお母さんを助け、ビデオを撮っていた。


お母さんは、目が見えるかのように舞台を直視し、そして、涙を流していた。悲しい涙ではなく、さびしい涙でもなく、愛子に対する、愛情いっぱいの、いとおしい涙であった。


そんな家族であった。


しかし、やがて愛子も思春期に入り、難しい年頃になった。


中学３年のある日、体調を壊した愛子は、精密検査を受けた。


結果は異常無しだったが・・・




五

　サス消える。明るくなる。

Ｃ
何よ、おねーちゃん。話って。

Ａ
ねえ、里子。里子は自分の血液型、知ってるわよね。

Ｃ
うん。小さいころ調べてもらった。

Ａ
何型？

Ｃ
Ａ型。

Ａ
パパとママのも知ってるわよね。

Ｃ
うん、おねーちゃんだって知ってるでしょ。どうしたの？

Ａ
だから、パパとママの血液型は何？

Ｃ
確か、パパはＡ型。ママはＯ型。

Ａ
じゃあ、私のは知ってる？

Ｃ
おねーちゃんの？　そういえば聞いたことなかったかも。Ａ？　Ｏ？

Ａ
考えてみれば、私、自分の血液型を知らないまま中学三年までいたのよね。うかつだったわ。何でそんなことに気付かなかったのかしら。

Ｃ
なーに？　何を言ってるの？

Ａ
今日、私、病院で精密検査をうけたでしょ。

Ｃ
うん。何でもなくてよかったじゃない。

Ａ
それはそうなんだけど。血液検査をしたおかげで、自分の血液型を知ることになったの。

Ｃ
・・・うん・・・・それで・・・・

Ａ
Ｂだったの。

Ｃ
え！？　Ｂ型？　まさか。だって・・・

Ａ
そうなの。ＡとＯからＢが生まれるわけないの。・・私・・・・・

Ｃ
おねーちゃん、違うよ。何かの間違いだよ。

Ａ
私はいったいどこから来たの？　私は誰なの？　本当のパパとママはどこにいるの？（泣く）

Ｃ
おねーちゃん・・・

Ａ
・・・・・ママだわ。

Ｃ
え？

Ａ
本当のママはきっとどこかにいるのよ。今のママは本当の私のママじゃない。

Ｃ
何言ってるの、おねーちゃん！

Ａ
もういいわ。里子、この話、パパとママには内緒よ。わかった！？

Ｃ
う、うん。わかった。言わないわよ。

Ａ
先に帰ってて。

Ｃ
おねーちゃんはどうするの？

Ａ
どっかで頭冷やしてから帰る。

Ｃ
うん・・。遅くならないようにね。

　Ａ、Ｃ、反対方向に退場。

　家の中の明かりに変わる。

　母登場。Ｃ、後ろから追ってくる。

Ｃ
ママ無理よ。こんな時間に。もう十一時過ぎてるのよ。危ないからやめて。

Ｂ
暗くたってママには関係ないの。大丈夫。

Ｃ
そういうことじゃなくて。おねーちゃん、もうすぐ帰ってくるよ。

Ｂ
どうして分かるの？連絡もしないでこんなに遅くなったこと、今までにないでしょ。

Ｃ
大丈夫よ。おねーちゃん、ちょっと悩みがあったのよ。

Ｂ
里子。何か知ってるの？

Ｃ
あ、いや、そうじゃないかって・・・あっ、帰ってきた！

Ｂ
お帰り。遅かったわね。どうしたの？（臭いに気づき）愛子、もしかして、

Ｃ
おねーちゃん、お酒臭い。

Ｂ
愛子！　何してきたの！　どこにいたの！

Ａ
おまえに関係ないだろ！

Ｂ
愛子！

Ｃ
おねーちゃん！（二人同時に）

　ブルー暗転。

　学校の教室。箱で表現。




六

Ｔ
おい、川井。お母さん来てるぞ。

Ａ
え！　（見に行く。）

　男子たち、様子を見る。

Ｂ
傘・・・雨がひどくなったから・・・。それにバトン、忘れたと思って・・・

Ａ
今日は練習ないの。余計なことしないで。

　少し離れた場所で、男子たち。

Ｔ
おい、あいつのかーちゃん、川井の方、見てないぞ。

Ｕ
壁とお話してんじゃねえの。

Ｖ
目が見えないんだろ。

Ｗ
ホントだ。白い杖持ってる。

Ｘ
よく、杖ついて歩いているのを見るぜ。

　しばし、やさしくない会話。

Ａ
そんな杖ついてこないでよ。恥ずかしい。

Ｂ
・・・ごめんね・・・

Ａ
みっともないったらありゃしない。

Ｂ
傘・・どうする？

Ａ
いらない！　持って帰って！

Ｂ
でも・・・

Ａ
もういいわよ。（傘をひったくる）もう、絶対に来ないで。杖なしで歩けないんだから。

　母、去る。

　Ａ、友達の所にもどる。

Ａ
全く・・・

Ｆ
愛子・・・

Ａ
何。

Ｆ
お母さん、服、汚れてたよ。

Ａ
え？！

Ｆ
転んだんじゃないの。

Ｖ
ヒザから血、出てたし。

Ａ
知らないわよ。私のせいじゃない。いやなの、ああいうの。パパはなんであんなやつと結婚したのかしら。
Ｗ　　おまえの父ちゃん、母ちゃんの目が見えない時からつきあって
んの？

Ｇ
「Ｗ」！

Ｈ
きっと大恋愛したのよ。素敵！

Ａ
（嘲笑する感じで）そんなんじゃないわよ。

Ｕ
きゃあ、ロマンチック。

Ｘ
二人で夜の星を見に行こう。

Ａ
ふざけんなよ。

Ｇ
あんたたち、どっか行って。シッシッ。

Ｉ
今日下駄箱掃除じゃないの？

Ｖ
あ、そうだった。

Ｔ
ヤバッ。行こうぜ。○○先生に××される！

男子、去る。

Ｆ
気にしない方がいいよ。

Ａ
もうやだ。あの人。

Ｉ
私、後でパンチしてくる。

Ａ
じゃない・・・ママ。

ＦＧＨＩ　え？！

　少しの間。

Ｈ
やさしいじゃない、愛子のママ。

Ｉ
そうよ、うちのママなんか、傘持ってこないから。

Ｇ
愛子のママ、なんでも出来るじゃない。バトンの発表会の時のドレスだって作っちゃうし。

Ｈ
世界でたった一人のお母さんよ。

Ａ
違うわ。

みんな　え？！

Ａ
ううん、何でもない。

Ｆ
ねえ、愛子。このごろ悪い先輩たちとつきあってない？

Ａ
関係ないでしょ！　Ｆに。

Ｉ
みんな心配してるよ。この頃変わったって。

Ｈ
ねえ、友達でしょ。何かあったんだったら、話して。

Ｇ
そうよ。私が悩んでいた時に、愛子、聞いてくれたじゃない。今度は私たちの番。

Ａ
きっと分からないわよ。私の気持ちなんか。

Ｉ
分かるわよ。

Ａ
わかんない。

Ｆ
話してみたら。

Ａ
いや！

Ｈ
愛子。

Ａ
もううるさい！　今日はむかつくことばっか。どいつもこいつもむかつく！

　Ａ、出て行く。

みんな　愛子！

　ブルー暗転。

　ＦＧＨＩ、箱を部屋の形に。

　母、箱に座って編み物をしている。

　妹、メール中。

　Ａ、入ってくる。




七

Ａ
なんで学校に来るんだよ。

Ｂ
愛子が困ると思って。

Ａ
余計なことするなよ。うざいんだよ。

Ｂ
・・・・ごめんね。

Ａ
二度と学校に来るなよ。

Ｂ
だって・・・面談はどうするの。

Ａ
パパに来てもらう。

Ｂ
パパは忙しいから無理よ。ママで大丈夫。話はきちんと聞けるわ。

Ａ
（強く）おまえが来るのがいやなんだよ！

Ｃ
おねーちゃん！

Ａ
なんだよ。おまえなんかにわかんないよ。

Ｂ
・・・・ごめんね・・・・（ＢＧＭ）

Ｃ
何が不満なの？！　ママ、すごくがんばってるよ。こんなにやってもらって、何が不満なの？

Ａ
全部。

Ｃ
何言ってるの。好きな習い事させてもらって、きれいな衣装も作ってもらって。私なんかうらやましいくらいだよ。

Ａ
あんただって、ピアノやらせてもらってるでしょ。里子のはね、聞こえればわかるの。でも、私は見て欲しかったの。いつも見てほしかったの。私がどんなふうにバトンを回しているのか。投げたり、とったり。できなかった技（わざ）ができるようになったときなんか、ママに見てほしかったの。私がどんな顔で踊っているのか。笑っている顔、緊張してなきそうになっている顔、上手にできて得意げになっている顔。舞台の上からママを探すの。もしかするとママは目が見えていて、私を見てくれているのかもしれない、そんなことも思ったりしたわ。でもいつもママはまっすぐに前をみているだけ。私がセンターにいようと、隅の方にいようと、ママはまっすぐに見ているだけ。わたしがどこにいようと、ママには見えないの。ママは、ママは・・・私を見てくれないの！

Ｂ
愛子。・・ごめんね。本当にごめんね。

Ｃ
そんな・・・ママのせいじゃないじゃない。あやまらなくていいよ、ママ。おねーちゃんはわがままだよ。ママはいつも一生懸命だよ。ハンディがある分、他のママよりずっと一生懸命だよ。こんなママ、いないよ。

Ａ
里子にとってはね。でも、里子と私は違うの。

ＢＣ
え！？

　間。それぞれの思い。

Ａ
―――しばらく帰ってこないから。

Ｃ
おねーちゃん！　（一、二歩追うが、振り向いて）ママ！　どうしておねーちゃんに甘いの？　もっと怒ったら。

Ｂ
・・・・・

Ｃ
ねえ！　どうして！

Ｂ
愛子が赤ちゃんの時ね、高熱を出した時があって。でも、ママは気づかなくて。隣の部屋で寝ている愛子がそんな状態なのに気づかず、パパの食事の支度をしていたの。パパが帰ってきて、愛子の異変に気づいて。そして、救急車を呼んだの。肺炎を起こしていて・・・もう少し遅かったら、大変なことになっていたって、パパがお医者さんから怒られていたのが聞こえてきて・・・ママは・・・ママは・・・母親失格なの。こんなことばっかりなの。愛子の言うとおりだわ。愛子のかわいい姿を、ママ、見てあげられないもの。愛子が幼稚園の時ね、ママの顔をかいて幼稚園の先生にほめられたことがあったの。それで、大喜びで帰ってきて、ママ！　ママ！　ママの絵をかいてほめられたよ。ママ見て！って・・・・それから、愛子が何をしたと思う？　ママの手を取って、「愛子がなぞるからママ、見て。」って・・・。愛子はそういう子なの。やさしくて・・・・・・寂しかったろうな・・・

Ｃ
ママ。

Ｂ
なーに。

Ｃ
・・・ありがとう。
ブルー暗転。ＢＧＭ消える。
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　夜の公園。ＢＧＭ。

　愛子。悪い仲間とタバコ、お酒。

　ダンスで表現。

　ダンス終わり、愛子残る。

　父登場。

Ｄ
愛子・・・・

Ａ
パパ・・・

Ｄ
・・・・・今日は、バトンの練習、あるんじゃないのか。

Ａ
今日は休む・・・

Ｄ
・・・４日も帰ってないで・・・

Ａ
・・・・もっと怒られるかと思った。

Ｄ
夏美さんのお父さんとは、同じ職場なんだ。

Ａ
・・・・・

Ｄ
愛子が毎日泊まりに来てるらしいって。

Ａ
・・・そうなんだ。

Ｄ
夏美さんのお父さんも困っているぞ。年頃の娘は難しいって。

Ａ
（悲しく笑う。）

Ｄ
それから・・・・里子から聞いた。

Ａ
え？・・・あいつ・・・

Ｄ
４日も帰ってこなかったら、言うだろ。

　少しの間

Ａ
ねえパパ。本当のことを教えて。私のママは誰なの？

Ｄ
今のママが、おまえのお母さんだよ。

Ａ
違うの。私を生んだお母さんはどうしたの？

Ｄ
だから、今のママだよ。

Ａ
だって、私だけ血液型が違うじゃない。（少しの間）お願い。私、どんなことでも受け止めるから、本当のことを教えて。私は知りたいの。

Ｄ
愛子・・・

Ａ
お願い、パパ・・

Ｄ
・・・・今まで黙っていてごめん。

Ａ
やっぱり本当のお母さんは、私が生まれた時に死んじゃったのね。

Ｄ
なぜそう思うんだ？

Ａ
だって、私の生まれた日って、あの千葉県沖大地震の起きた日なんでしょ。私が生まれた病院って、全壊したんでしょ。

Ｄ
愛子、よく聞いて。

Ａ
うん。

Ｄ
今のママは、本当に愛子のお母さんなんだよ。

Ａ
だって、

Ｄ
違うんだ。違うのはパパの方なんだ。

　ＢＧＭ

Ａ
え？！なんだって？！

Ｄ
パパは愛子の本当のパパではないんだ。おまえを生んだ母さんは、ママは、今のママなんだ。おまえのことを心から愛している、今のママなんだ。

Ａ
どういうこと！

Ｄ
あの地震の日、愛子は生まれた。本当に祝福されて、おまえは生まれたんだ。そしておまえの本当のお父さんとママと二人で、病院のベッドでスヤスヤ寝ている愛子を見ていた時、その幸福の絶頂の時、あの地震が起きた。

Ａ
・・・・

Ｄ
本当にひどい地震だった。その時、ママと愛子とおまえのお父さんは、病院を出ようと一階のロビーにいたそうだ。初めの揺れが収まって、三人で病院を出ようとしたその時、二回目の大きな揺れが来た。おまえのお父さんは、崩れた太い柱の下敷きになり、お父さんの腕から落ちたおまえは、柔らかい玄関マットの上に投げ出されていた。


ママは幸いケガはなかった。すぐにマットの上にいたおまえを見付け、走り寄ったその時、すごい音を立てて天井が崩れてきた。


とっさにママは、おまえを助けようとマットの上に飛び込み、四つん這いになって、おなかの下でおまえを守ったんだ。そして、天井が落ちてきた。

Ａ
ママー！

Ｄ
ママの背中には、崩れた天井が載っていた。ママは耐えた。助けを待った。ママは、私たち救助隊が来るまで、実に二十時間も耐えたんだ。

Ａ
ママは、私を助けるために・・・

Ｄ
そう。ママは命をかけて愛子を守ったんだよ。

Ａ
ママー！

Ｄ
そして、病院の隣の建物から火が出た。幸いママのいるところまでは燃えなかったが、倒れてきた柱で、頭を強く打ったらしい。

Ａ
それでママは？！　ケガは？！

Ｄ
・・・・ママに言うなと言われているのだが・・・

Ａ
その時目をやられたのね。（泣く）ママは・・・私を助けるために・・・それなのに、私は、ママの目のことを・・・でも、ママは一言も言わなかった・・・

Ｄ
おまえを本当に愛しているからだよ。

Ａ
私・・・なんてひどいことを・・・

Ｄ
ママはだんだん遠ざかる意識の中で、死を覚悟したのだろう。持っていた携帯を取り出し、おまえにメッセージを残したんだ。パパはそれを自分の携帯に残している。読もうか。

Ａ
うん。

Ｄ
（携帯を取り出し）「私のかわいい愛子。もし、あなたが生き延びたら、私があなたを愛していたことを、どうか忘れないでね。」

Ａ
ママー（泣き崩れる。少しの間。）

Ｄ
地震で崩壊した街を、生存者を捜して歩いた救助隊の隊長がパパなんだよ。

Ａ
パパ。

Ｄ
病院は、あまりにもひどい崩れ方だった。


おそらく誰も生きていないと思って、通り過ぎようとしたその時、何かに呼ばれた気がしたんだ。

Ａ
ママね。

Ｄ
いや、ママはもうその時は意識がなかった。

Ａ
じゃあ、何？

Ｄ
わからない。たぶん、おまえを何としてでも助けたいと思ったママの思いなのだろう。

Ａ
・・・・

Ｄ
パパは、愛子とママを見つけた。愛子は気絶していたのだろうけど、ママのおなかの下で安心して眠っているように見えた。本当にかわいかった。


ママのおなかの下からおまえを助け出した時・・・・・・ママは死にかけていた。

Ａ
ママ！

Ｄ
仲間の救急隊が駆けつけ、重機を使ってがれきの下からママを助けた。その時ママの手から落ちた携帯にさっきのメッセージが残されていたんだ。

Ａ
ママ・・・

Ｄ
いろいろな事情があって、少しの間、おまえを預かることにした。ママは奇跡的に助かった。きっと、愛子に対する強い気持ちがママを救ったのだろう。


意識が戻ったママに、愛子が無事であることを伝えた。数日後、ベッドから起き上がれるようになったママは、愛子を抱かせて欲しいというんだ。すぐ隣に愛子が寝ているのに。


ママは、目が見えなくなっていた。

Ａ
私、家に帰る。

Ｄ
パパはこれから署に戻るから、気をつけて帰ってな。

Ａ
うん。（帰りかける。）

Ｄ
なあ、愛子。

Ａ
なーに？

Ｄ
パパは、愛子のパパになれたんだろうか。

Ａ
パパはパパだよ。

Ｄ
ありがとう。

Ａ
大好きだよ、パパ。

Ｄ
パパは、いつも持っている物があるんだ。（カバンから出す。）おまえの赤ちゃんの時の写真と、それから、これだ。

Ａ
絵本？

Ｄ
お前が生まれた時、おまえの本当のお父さんが作った、世界でたった一つの絵本だよ。

Ａ
え？！　お父さんが？　「愛子が生まれた日」

Ｄ
読んでごらん。

Ａ
（読む。）「愛子、生まれてきてくれてありがとう。愛子が生まれてくることを、お母さんもお父さんも、どんなに楽しみにしていたことか。本当に今日はうれしい日だ。お母さんとお父さんほど幸せな人はいないよ。これが、おまえの生まれたときの手形。こっちが足形。」（Ｄを見て）墨で手形と足形がある。

Ｄ
（うなずく。）

Ａ
（読み続ける。）「かわいいなあ。こんなにちっちゃい手で。足で。


愛子。なんていとおしいんだろう。


これから、いろんなことがあるだろう。でも、いつも、お父さんとお母さんは、おまえの味方だよ。


そして、立派に成長して、いつか、きれいな花嫁衣装を着るのだろう。


お母さんは、泣くだろう。お父さんも泣くかもしれない。


でも、楽しみだなあ。やがて孫も出来るだろう。そうやって、命のバトン、幸せのバトンがつながれていくんだよ。


お父さんもお母さんも全力でお前を見守るからね。


愛子、生まれてきてくれてありがとう。」

Ｄ
パパは時々それを読んで、お前のパパになろうとがんばったんだ。

Ａ
（Ｄの方を見ずに）私は幸せだなあ。だって、本当のパパが二人もいるんだもん。

Ｄ
愛子。

Ａ
帰るね。

Ｄ
ああ、気をつけてな。

Ａ
うん。・・・今帰ったら、ママ起こしちゃうかな。

Ｄ
たぶん起きてるよ。おまえが家を出てから、毎晩遅くまで真っ暗な部屋でテレビを見てるから。

Ａ
テレビ？　目が見えないのに？

Ｄ
まあ、行ってごらん。

Ａ
うん、わかった。帰るね。パパも気をつけてね。


（走り出す。）ママ、ごめんなさい。


私、間違ってた・・・・

　走って家に帰る。

　ブルー暗転。

　真っ暗な部屋。母、一人テレビを見ている。愛子、入ってくる。

Ａ　　ママ！

Ｂ　　愛子？　帰ってきたの？

Ａ　　ママ！（走り寄る）

Ｂ　　お帰り。

Ａ　　ママ、真っ暗な部屋で一人で・・・

テレビつけっぱなしで・・・

Ｂ　　おかしいでしょ。見えないのにね。

Ａ　　ママ、これって・・・私が小学生の時のバトンの発表会のビデ
オ。毎日これを見てたの？

Ｂ　　そうよ。ママには見えるの。愛子がどんな顔でどんなふうに踊
っているのか。技だって何やってるかわかるわよ。

Ａ　　え？

Ｂ　　バトン持ってきてごらん。

　Ａ、持ってくる。
Ｂ　　ここで愛子はたぶん、フラットリストをやって、それから、フ
ローリッシュ、このあたりからフィギュアエイトかな。

Ａ　　ママ！

Ｂ　　私もやってたのよ、バトン。だから、愛子がやりたいっていっ
た時、やっぱりママの子ねって思ったわ。

Ａ　　ママ！　（抱きつく）私のママ。・・・ごめんなさい。

Ｂ
何が？　何もごめんなさいはないのよ。それより、生まれてきてくれて、ありがとう。生きていてくれて、ありがとう。ママの子になってくれてありがとう。

Ａ
ママ、私・・・

Ｂ
何も言わなくていいのよ。

Ａ
ママ、ありがとう。（わずかに間）


神様がたった一つだけ私の願いを聞いて下さるなら、ママの目を治して下さい。

Ｂ
ママはこのままでいいのよ。愛子の顔、ちゃんと見えるわ。（ほおに触れる。）愛子。

Ａ
なーに、ママ？

Ｂ
ママの部屋のクローゼットの一番下に、白い袋があるから、持ってきてくれる。

Ａ
いいわ、ママ。

　取りに行く。戻ってくる。

Ａ
バトンが入ってるみたい。それから、

Ｂ
そうよ。ママが昔使っていたバトン。ちょっとさびているでしょう。それから、愛子が、幼稚園の時かいてくれたママの顔の絵。

Ａ
ママ、そんなのとっておいたの？

Ｂ
そうよ。ママにとっては大事な絵なの。愛子、あのときどんなことをママにしてくれたか覚えてる？

Ａ
え、私何かしたの？

Ｂ
あのとき愛子はママの手を取って、絵をなぞってくれたの。

Ａ
そうだったんだ。

Ｂ
また、やってくれる？

Ａ
いいわ。

　Ａ、Ｂの手を取り、指で顔の輪郭をなぞる。

　後ろで、Ｅがバトンを踊る。

Ａ
思い出したわ。ええ、こうやって、ママの手でなぞったわ。思い出したわ。ママの手のぬくもり。やさしさ・・・何も変わっていない・・・（手をほおにつける。）

Ｂ
今の愛子の顔も。（愛子の顔に触れる。やさしく、いとおしく。）

Ａ
ママ、バトン、踊って。

　Ｂ、踊る。Ａも途中から踊る。デュエットである。Ｅ途中から見て
いる。

　やがて二人、振付けの中でセンターに寄り、母から子へバトンが渡
される。ストップモーション。そこにサス。周りの照明暗く、バトンだけが幸せの光を放っている。奥、平台の上のＥ、フィギュアエイトで回し続ける。母、子がストップモーションの中、Ｅのバトンの回転が、時の巡りのようでもあり、また、命の連鎖のようでもある。

――幕――

【作者の言葉】
　二〇〇八年五月二〇日、以下のような記事を見つけました。
『「お母さんが愛していたことを忘れないでね。」
中国の四川大地震で、救出された男の赤ちゃんを抱きかかえるように死んでいた母親が、携帯電話に愛するわが子への最後のメッセージを残していた。新華社電が二〇日までに伝えた。
　壊滅的な被害を受けた四川省綿陽市北川県で、地震発生翌日の一三日昼、救助隊員が倒壊した建物の瓦礫の下に女性が四つんばいの格好で埋まっているのを発見。隙間に手を伸ばして女性が死亡しているのを確認し、次の生き埋め現場に移ろうといったん離れた。しかし、救助隊員はなんとなく気になって戻り、四つんばいの女性の下を探した。
「赤ちゃんがいるぞ。生きてるぞ。」と大声で叫んだ。
　瓦礫の撤去作業の末、毛布にくるまれた三、四カ月の赤ちゃんを救出。母親の体に守られ、けがもしていなかった。
　医師が駆けつけ、赤ちゃんの健康状態をチェックした時、毛布の中に携帯電話を見つけた。
「かわいい坊や。もしあなたが生き延びたら、私があなたを愛していたことを絶対に忘れないでね。」
　母親が瓦礫の隙間で打ったとみられる。（共同通信）』
　親の愛情、命がけで愛する者を守るということ。
私は、いつかこれを題材にした芝居を書きたいと思っていました。そうして出来あがったのが、「幸せのバトン」です。
昨年の三月、日本でも東日本大震災という大きな災害がありました。私たちが知らないだけで、右の記事と同じようなことがたくさんあったのではないでしょうか。
「反抗期」だとか「思春期」だとか何かと難しい心の状態にあると言われる中学生のこの時、親の愛情はぜひ考えて欲しいテーマのひとつです。それに、東日本大震災を受けて、子どもたちが、当たり前だと思っていたことが当たり前ではないことや日常の何でもないことに感謝をすることに気づき始めたこの機会に、書こうと思ったわけです。
難しい内容はなく、解説の必要もないので、上演する際の参考になることをいくつか書こうと思います。
まず、幕明けですが、誕生の喜びがいっぱいに出るような美しいバレエに仕上げて下さい。次の地震のダンスはそれを破壊するように。
地震のダンスの中で母が赤ちゃんを守る動きも入れて下さい。
場面転換が多いのですが、それが気にならないような工夫も大切です。例えば、「三」の前の場面転換は、赤鼻をつけたクラウンがワルツを踊りながら道具の移動と六年たったことを示す表示（「一九××年」でも「一年後」「二年後」・・でもわかりやすい方で）をします。他の所もブルー暗転で美しく動いて道具の移動もみせましょう。
不良の集まる公園のダンスは、愛子が何をしていたかがわかるように。
劇の中にダンスを入れるのは、すべて意味があります。ストーリーの一つとして必要なものであると認識して下さい。
バトンはなかなかなじみのないものかもしれませんが、親から子へ、子から孫へと愛情や幸せが回り続け、つながっていくこと、回転するバトンが照明に照らされて美しいこと、主人公に道具を使った習い事をさせたかったことなどから、これを題材にしました。上演した時の演劇部員は皆バトンは初心者でしたが、指導された先生のおかげもあり、短期間でそれなりに出来るようになりました。ぜひ、挑戦してみて下さい。
無償の愛を貫き通した母と親の深い愛情に気づいた子の二人のラストシーンは、いろいろな誤解やすれ違いを経てわかりあえた母子にふさわしい息のあったバトンに仕上げて下さい。そして、愛情と幸せがつながっていくことを思わせる美しいストップモーションで幕を閉じて下さい。
上演後、「愛子の、目の見えない母親に対する言葉が強すぎるのでは、もう少し柔らかい言葉に」、というアドバイスもいただきました。しかし、「中学生のこの時期、あえて傷つくのがわかっていてそういう言葉を吐いてしまうのでは」、というご助言も頂き、このまま書きかえずに載せることにしました。
上演するときに良いと思う言葉に変えて頂いて構いません。
